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11
月
27
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
会
期

で
11
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
定
例

会
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
の
中
核
市
へ
の

中
核
市
移
行
関
連
の
条
例
案
を
可
決

児
童
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
を
指
定

移
行
に
伴
い
、
本
市
に
設
置
す
る
保
健
所

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
保
健
所
条

例
な
ど
の
中
核
市
移
行
関
連
条
例
案
31
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か

に
も
水
道
施
設
の
更
新
等
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
水
道
料
金
を
本
年
４
月
か
ら

平
均
で
15
・
２
％
値
上
げ
し
よ
う
と
す
る

水
道
条
例
改
正
案
や
、
児
童
セ
ン
タ
ー
等

の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
小
・
中
学
校
特

別
教
室
等
空
調
設
備
整
備
業
務
の
委
託
事

業
者
選
定
に
係
る
委
員
報
酬
等
を
計
上
し

た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
７
号
）
な
ど

の
議
案
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
68
件
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。（
委

員
会
で
の
審
査
内
容
の
一
部
は
８
～
13
面

に
、
議
決
結
果
等
は
14
、
15
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
各
面
に
掲
載
し
て
い

る
☆
の
付
い
た
議
案
は
、
中
核
市
移
行
に

関
連
す
る
議
案
で
す
。
）

指定管理者により管理運営されている千里山竹園児童センターで
開催された幼児教室の様子
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す い た 市 議 会 だ よ り

　12月４日、５日、６日、９日の４日間で34人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。その

一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。）

　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備え

ています。また、市議会のホームページでは、会議録検索・閲覧、本会議の録画放映の視聴ができます。

代表質問・質問について

 代  表  質  問  
今定例会では7会派が代表質問を行いました。

公
　
明
　
党

小こ

北
き

た　

一
か

ず

美み

民
間
主
導
の
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で 

中
学
校
完
全
給
食
の
実
施
の
検
討
を

問　

本
市
の
中
学
校
給
食
は
、
全
員
給
食

で
は
な
く
選
択
制
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

喫
食
率
は
低
く
、
食
育
の
観
点
か
ら
十
分

と
は
い
え
な
い
。
生
徒
の
健
康
増
進
と
食

事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
食
育
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
も
、
民
間
主
導

で
の
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
、
中
学
校
完

全
給
食
の
実
施
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長
　
　

引
き
続
き
課
題
の
検
討
は
必
要

だ
が
、
実
施
の
場
合
は
、
提
案
さ
れ
た
方

式
が
最
も
現
実
的
な
手
法
と
考
え
て
い
る
。

吉
野
氏
の
名
を
冠
し
た
賞
の
創
設
を

問　

本
市
出
身
の
吉よ

し

野の

彰
あ
き
ら

氏
が
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
理

論
物
理
学
者
で
同
じ
く
本
市
出
身
の
故
米よ

ね

沢ざ

わ

富ふ

美み

子こ

氏
の
名
を
冠
し
た
科
学
賞
が
あ

る
が
、
吉
野
氏
の
功
績
を
た
た
え
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え

る
た
め
、
米
沢
氏
の
科
学
賞
と
の
連
動
も

含
め
た
新
た
な
賞
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長
　
　

吉
野
氏
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、

今
後
何
ら
か
の
科
学
賞
を
創
設
し
た
い
旨

を
、
同
氏
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

石
い

し

田だ　

就
し
ゅ
う

平
へ

い

人
事
評
価
制
度
の
見
直
し
を

問　

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
評
価

結
果
の
高
低
に
よ
り
、
昇
任
に
差
が
生
じ

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
給
与
に
も
、
よ
り

明
確
な
差
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
形
式
的

で
な
い
制
度
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

実
効
的
に
制
度
運
用
す
る
た
め
、
職

員
の
自
己
目
標
の
設
定
方
法
や
面
談
の
実

施
時
期
の
変
更
等
で
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

答
副
市
長
　
　

評
価
に
よ
る
職
員
自
身
の
気

付
き
で
成
長
を
促
し
、
高
質
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
も
、
制
度
の
改
善
を
図
り
、
職
員
力
を

向
上
さ
せ
、
組
織
力
を
最
大
化
さ
せ
た
い
。

学
校
環
境
衛
生
検
査
に
お
け
る 

未
実
施
の
検
査
項
目
の
解
消
を

問　

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
学
校
環

境
衛
生
検
査
に
は
、
検
査
項
目
が
多
数
あ

る
が
、本
市
の
小
・
中
学
校
で
未
実
施
の
項

目
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
未
実
施
の
状

況
と
そ
の
解
消
時
期
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　

検
査
対
象
46
項
目
の
う
ち
、
17
項
目

が
未
実
施
で
あ
る
。
今
後
、
来
年
度
か
ら
の

着
手
を
目
指
し
、
関
係
機
関
等
と
調
整
を

進
め
な
が
ら
、
検
査
の
充
実
を
図
り
た
い
。

日
本
共
産
党

竹
た

け

村
む

ら　

博
ひ

ろ

之
ゆ

き

水
道
料
金
改
定
に
伴
う
市
の
支
援
を

問　

今
回
の
水
道
料
金
の
改
定
案
は
、
高

齢
者
世
帯
等
へ
の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
や
経
営
困
難
な

飲
食
店
等
で
も
、
水
の
大
量
使
用
が
不
可

欠
な
た
め
、
大
き
な
負
担
が
考
え
ら
れ
る
。

市
と
し
て
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長
　
　

水
道
部
は
受
益
者
負
担
の
料
金

収
入
で
経
営
し
て
お
り
、
市
が
財
政
的
な

経
営
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
が
、
市
と

し
て
、
特
定
の
使
用
者
に
、
料
金
改
定
で
の

影
響
を
一
定
期
間
緩
和
す
る
手
法
も
可
能

と
考
え
て
お
り
、
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

全
生
徒
へ
の
中
学
校
給
食
の
実
施
を

問　

大
阪
府
内
の
自
治
体
で
は
、
全
生
徒

が
同
じ
中
学
校
給
食
を
食
べ
る
方
式
が
広

が
っ
て
お
り
、
茨
木
市
で
も
、
実
施
に
向
け
、

中
学
校
給
食
審
議
会
を
設
置
し
、
今
年
度

中
に
結
論
を
出
す
と
聞
い
て
い
る
。
本
市

で
も
、
市
民
参
加
の
保
障
の
下
、
具
体
的

な
検
討
の
場
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

提
案
の
方
式
に
は
施
設
面
の
課
題
等

が
あ
る
が
、
給
食
の
在
り
方
を
検
討
す
る

場
等
を
設
け
、
保
護
者
等
と
一
定
の
方
向

性
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

木き

村
む

ら　
　

裕
ゆ
た
か

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
導
入
に
つ
い
て

問　

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
は
、
地
域
の
公
共
の
福

祉
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

市
民
に
安
全
に
市
政
情
報
な
ど
を
届
け
ら

れ
る
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
多
く

の
自
治
体
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
本
市

で
も
、
導
入
す
れ
ば
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

の
在
り
方
を
大
き
く
変
革
で
き
る
も
の
と

考
え
る
が
、
そ
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
を
聞
き
た
い
。

答　

来
年
度
か
ら
通
信
事
業
者
が
市
内
に

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
予
定
で
、
そ
の
際
、
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
機
器
が
、
指
定
避
難
所
の
全
小
・
中

学
校
に
無
償
で
提
供
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

教
職
員
の
人
材
確
保
と
人
材
育
成
を

問　

学
校
現
場
は
教
職
員
で
成
り
立
つ
が
、

そ
の
人
数
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
が
義

務
標
準
法
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
る
。
本

市
の
学
校
現
場
で
の
多
様
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
本
市
教
育
委
員
会
が
独
自
に
、

教
職
員
の
人
材
確
保
や
人
材
育
成
に
関
し
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

答

教
育
長
　
　

人
材
確
保
は
全
国
的
な
課
題

で
、
教
職
員
定
数
の
改
善
を
国
や
府
に
働

き
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
人
材
育
成
は
指

導
力
向
上
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
。

吹
田
新
選
会

有
あ

り

澤
さ

わ　

由ゆ

真ま

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的
な
活
用
を

問　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
基

金
へ
の
寄
付
を
募
る
仕
組
み
で
あ
る
が
、

市
の
Ｐ
Ｒ
や
産
業
振
興
と
い
う
点
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。
例
え
ば
、
市
内
企
業
の
商
品
の

詰
め
合
わ
せ
を
返
礼
品
と
す
る
な
ど
し
て
、

同
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

返
礼
品
は
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
や
産
業
振
興
に
有
効
な
手
段
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
を
持
つ
未
婚
女
性
の
支
援
を

問　

子
ど
も
を
持
つ
未
婚
女
性
は
、
経
済

的
な
困
窮
の
傾
向
が
高
く
、
就
労
困
難
、

子
ど
も
の
教
育
の
格
差
な
ど
、
問
題
を
多

く
抱
え
て
い
る
が
、
行
政
か
ら
、
あ
ま
り
着

目
さ
れ
ず
、
支
援
も
十
分
で
な
い
。
関
係
部

局
が
連
携
し
た
総
合
的
な
施
策
で
支
援
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長
　
　

こ
の
問
題
に
は
課
題
の
掘
り
起

こ
し
が
必
要
で
あ
り
、
相
談
業
務
で
の
精

神
的
ケ
ア
や
就
職
支
援
な
ど
、
行
政
が
す

べ
き
こ
と
は
依
然
と
し
て
数
多
く
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
分
野
横
断
的
に
対
応
し
て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

松
ま

つ

尾お　

翔
し
ょ
う

太た

市
議
会
議
員
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場 

の
区
画
番
号
の
配
置
変
更
に
つ
い
て

問　

市
議
会
議
員
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

の
区
画
番
号
を
、
数
字
順
か
ら
く
じ
で
定

め
た
数
字
の
配
置
に
変
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

過
去
の
同
選
挙
で
、
特
定
党
派
の
候

補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
最
後
尾
に
ま
と
ま
り
、

目
立
つ
掲
示
と
な
っ
た
た
め
、
公
平
性
の

確
保
か
ら
変
更
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

問　

そ
の
掲
示
と
な
る
よ
う
に
し
た
行
為

は
、
規
程
違
反
で
あ
っ
た
の
か
。

答　

従
前
の
規
程
で
は
、
違
反
で
は
な
い
。

戦
没
者
追
悼
式
で
の
不
適
切
発
言
に 

係
る
そ
の
後
の
対
応
状
況
を
問
う

問　

今
年
度
の
戦
没
者
追
悼
式
で
、
一
部

の
団
体
が
不
適
切
な
政
治
的
発
言
を
行
っ

た
。
９
月
定
例
会
の
代
表
質
問
に
対
し
、
市

は
、
式
典
の
目
的
や
意
義
を
当
該
団
体
に

改
め
て
説
明
し
、
今
後
、
同
様
の
発
言
が
さ

れ
な
い
よ
う
対
応
す
る
旨
を
答
弁
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
対
応
状
況
を
聞
き
た
い
。

答　

担
当
部
署
の
管
理
職
が
当
該
団
体
の

代
表
者
と
直
接
会
い
、
式
典
の
目
的
や
意

義
を
改
め
て
説
明
し
た
た
め
、
趣
旨
を
十

分
理
解
し
て
も
ら
え
た
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川
が

わ

有ゆ

香か

防
災
会
議
の
体
制
な
ど
を
見
直
せ

問　

現
在
の
防
災
会
議
に
は
自
主
防
災
組

織
の
委
員
は
お
ら
ず
、
会
議
も
非
公
開
で

あ
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の
作
成
段
階

で
市
民
意
見
を
反
映
で
き
て
い
る
か
不
透

明
で
あ
る
。
防
災
会
議
で
の
市
民
意
見
の

聴
取
や
透
明
性
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、

会
議
体
制
等
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

防
災
の
取
り
組
み
の
推
進
に
は
、
自

主
防
災
組
織
の
声
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
市
民
参
画
の
在
り
方
や
防
災
会
議

の
傍
聴
、
会
議
録
の
公
開
等
を
検
討
す
る
。

実
効
性
あ
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

問　

市
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
、
具
体
策
を
講
じ
て
実
効
性
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
な
ど
に
よ
る
市
民
参
画
の
下
、

独
自
の
事
業
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
策
定
の
予
定
な
ど
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
、子
供
の
夢
・
未
来
応
援
施
策
基

本
方
針
の
下
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
進

め
て
い
る
。
今
後
、
国
の
大
綱
の
改
定
等
で

施
策
の
見
直
し
の
検
討
は
必
要
と
考
え
る

が
、
現
時
点
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
事

業
計
画
の
策
定
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
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質問（個人質問）

今定例会では27人の議員が質問（個人質

問）を行いました。

吹
田
新
選
会

石
い

し

川
か

わ　
　

勝
ま
さ
る

市
全
体
で
シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
討
を

問　

本
年
度
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
施
設
予
約
や
国
民
健
康
保
険

料
の
電
子
決
済
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築

の
補
正
予
算
が
個
別
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。

市
全
体
で
検
討
し
て
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
今
後
、
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答　

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
汎は

ん

用よ
う

性
が
高

い
も
の
で
、
原
則
、
利
用
施
設
を
集
約
し

て
い
く
。
ま
た
、
電
子
決
済
は
対
応
可
能

な
も
の
か
ら
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

藤
ふ

じ

木き　

栄
え

い

亮
す

け

南
千
里
駅
前
の
交
差
点
付
近
の
渋
滞

問　

府
道
吹
田
箕
面
線
の
南
千
里
駅
前
交

差
点
付
近
は
、
頻
繁
に
渋
滞
す
る
。
北
部
消

防
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
予
定
地
に
隣
接

す
る
交
差
点
南
側
道
路
の
一
部
で
、
１
車

線
の
状
態
が
原
因
と
考
え
る
が
、
施
設
建

設
期
間
中
に
２
車
線
に
拡
幅
で
き
な
い
か
。

答

副
市
長
　
　

道
路
管
理
者
で
あ
る
大
阪
府

と
、
２
車
線
へ
の
拡
幅
に
つ
い
て
基
本
的

に
合
意
し
て
お
り
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
役
割
分
担
を
今
後
も
協
議
し
た
い
。

日
本
共
産
党

村
む

ら

口
ぐ

ち

久く

美み

子こ

子
ど
も
食
堂
へ
の
計
画
的
な
支
援
を

問　

子
ど
も
食
堂
は
、
昨
年
６
月
時
点
で
、

全
国
で
３
７
１
８
か
所
、
大
阪
市
で
１
１

１
か
所
、
堺
市
で
50
か
所
あ
る
。
本
市
で
は
、

３
か
所
の
み
で
あ
る
た
め
、
設
置
の
計
画

を
持
っ
て
、
大
阪
府
の
補
助
金
等
を
活
用

し
た
運
営
支
援
を
推
進
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

目
標
を
定
め
、
府
の
補
助
金
活
用
も

含
め
た
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
運

営
の
課
題
解
決
の
た
め
、
関
係
団
体
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
準
備
も
進
め
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

井い

口
ぐ

ち　

直
な

お

美み

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

費
用
の
免
除
申
請
手
続
き
の
改
善
を

問　

市
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
高
齢
者
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
が
免
除

さ
れ
る
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
事
前
手
続

き
が
必
要
な
た
め
、
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
も
、
大
阪
市
と
同
様
、
医
療
機
関
で
の

必
要
書
類
の
提
示
で
免
除
で
き
な
い
の
か
。

答　

免
除
対
象
の
高
齢
者
の
負
担
を
可
能

な
限
り
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
機
関
等
と

実
施
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

日
本
共
産
党

益
ま

す

田だ　

洋
よ

う

平
へ

い

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
活
用
を

問　

本
市
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
広

範
囲
の
浸
水
想
定
区
域
が
示
さ
れ
て
お
り
、

地
域
防
災
計
画
で
は
、
防
災
訓
練
で
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
も
示
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
ど
う
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
か
が

重
要
と
な
る
が
、
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答　

要
配
慮
者
利
用
施
設
で
、
避
難
確
保

計
画
の
作
成
等
が
早
急
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

注
力
し
て
い
る
。
今
後
、
住
民
参
加
型
の

水
害
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
も
検
討
し
た
い
。

日
本
共
産
党

柿
か

き

原
は

ら　

真ま

生き

市
民
に
分
か
り
や
す
い
組
織
名
称
を

問　

来
年
度
か
ら
の
組
織
変
更
案
で
、
男

女
共
同
参
画
室
と
人
権
平
和
室
を
統
合
し

た
人
権
政
策
室
の
設
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
市
民
か
ら
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
だ
け
で
担
う
と
誤
解
さ
れ
た
り
、

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
軽
視
と
思
わ
れ
た

り
す
る
と
考
え
る
が
、
変
更
理
由
を
問
う
。

答　

両
室
と
も
に
少
人
数
で
あ
り
、
多
様

化
す
る
人
権
課
題
の
業
務
を
補
完
し
合
っ

て
、
人
権
施
策
全
般
を
担
う
た
め
で
あ
る
。

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

西
に

し

岡
お

か　

友
と

も

和
か

ず

北
千
里
地
区
公
民
館
整
備
に
つ
い
て

問　

千
里
北
地
区
セ
ン
タ
ー
再
整
備
に
併

せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
、

北
千
里
地
区
公
民
館
が
北
千
里
小
学
校
跡

地
複
合
施
設
に
整
備
さ
れ
る
。
当
該
公
民

館
に
は
少
人
数
用
会
議
室
の
複
数
設
置
な

ど
、
市
民
の
声
を
反
映
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

複
合
施
設
内
の
会
議
室
等
の
相
互
利

用
も
考
え
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
頂
い
た

意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
設
計
し
て
い
く
。
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定
例
会
の
概
要

代

表

質

問

質
　
　
問

常

任

委

員

会

意

見

書

等

議

決

結

果

自
由
民
主
党
絆
の
会

白
し

ら

石
い

し　
　

透
と
お
る

施
設
更
新
に
関
す
る
市
の
方
針
は

問　

本
市
で
も
、
高
度
経
済
成
長
の
人
口

急
増
期
な
ど
に
多
く
の
公
共
施
設
が
整
備

さ
れ
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
老
朽
化

し
、
更
新
の
時
期
を
迎
え
、
大
規
模
改
修
等

が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
を
見
据
え
、

ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

財
政
負
担
の
平
準
化
な
ど
を
念
頭
に
、

社
会
情
勢
の
変
化
も
見
据
え
、
施
設
の
必

要
な
機
能
の
精
査
や
施
設
の
複
合
化
な
ど

を
個
別
施
設
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

里
さ

と

野の　

善
よ

し

徳
の

り

歩
き
ス
マ
ホ
禁
止
条
例
を
制
定
せ
よ

問　

歩
行
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作

す
る
、
い
わ
ゆ
る
歩
き
ス
マ
ホ
に
つ
い
て

は
、
死
亡
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
歩
き
ス
マ
ホ

を
禁
止
す
る
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

答　

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
他
市
状
況

な
ど
の
情
報
収
集
か
ら
行
っ
て
い
き
た
い

が
、
ま
ず
は
、
交
通
安
全
の
啓
発
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
場
を
活
用
し
、
歩
き
ス
マ
ホ
防

止
に
向
け
た
啓
発
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

吹
田
新
選
会

後ご

藤
と

う　

恭
き
ょ
う

平
へ

い

申
請
書
等
へ
の
押
印
の
見
直
し
を

問　

市
の
窓
口
で
は
申
請
書
等
に
押
印
が

必
要
な
手
続
き
が
多
く
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
疑
問
が
あ
る
。
窓
口
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
本
人
確
認
や
署
名
で
済

む
手
続
き
は
押
印
を
省
略
し
て
は
ど
う
か
。

答　

手
続
き
を
簡
素
化
、
効
率
化
す
る
こ

と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務
量

の
削
減
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
押
印
の
要
否
も
、

他
市
状
況
を
調
べ
、
見
直
し
を
検
討
す
る
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

斎
さ

い

藤
と

う　
　

晃
あ
き
ら

ま
ず
は
水
道
部
の
機
構
改
革
な
ど
を

問　

水
道
事
業
管
理
者
の
配
置
の
在
り
方

に
関
す
る
見
直
し
な
ど
、
機
構
改
革
の
議

論
が
進
ま
な
い
中
で
、
市
民
に
負
担
を
求

め
る
水
道
料
金
値
上
げ
の
提
案
に
は
納
得

で
き
な
い
。
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

今
般
の
水
道
料
金
改
定
で
の
市
民
負

担
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
経
営
効
率
化
の

推
進
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
将
来
的
な
機
構
の
在
り
方
の
研
究
や

組
織
の
ス
リ
ム
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

日
本
共
産
党

塩
し

お

見み

み
ゆ
き

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
制
度
創
設
を

問　

多
く
の
高
齢
者
は
、
加
齢
性
難
聴
に

悩
ん
で
お
り
、
社
会
と
の
関
わ
り
が
減
る

こ
と
で
、
認
知
症
等
の
原
因
に
な
る
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
補
聴
器
は
高
額
で

普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。
本
市
で
も
、
補

聴
器
購
入
に
助
成
し
て
い
る
自
治
体
の
よ

う
に
、
助
成
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
助
成
制
度
の
創
設
の
予
定
は

な
い
が
、
国
に
よ
る
補
聴
器
で
の
認
知
機

能
低
下
予
防
の
研
究
に
も
注
視
し
て
い
く
。

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
や

ま

本
も

と　
　

力
つ
と
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
を

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、
市
内

の
複
数
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
自
転
車
の

借
用
や
返
却
が
自
由
に
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
、
他
市
で
は
導
入
事
例
も
あ
る
。
市
民
ニ

ー
ズ
も
あ
る
た
め
、
本
市
で
も
、
実
証
実
験

を
含
め
た
取
り
組
み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　

自
転
車
を
安
価
で
手
軽
に
利
用
で
き

る
ほ
か
、
市
内
移
動
の
利
便
性
の
向
上
や

健
康
増
進
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
た
め
、

他
市
事
例
の
情
報
を
収
集
し
、
検
討
す
る
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

池
い

け

渕
ぶ

ち

佐さ

知ち

子こ

事
前
復
興
計
画
策
定
の
取
り
組
み
を

問　

平
時
で
の
事
前
復
興
計
画
の
策
定
は

重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
検
討
し
て

お
け
ば
、
災
害
後
の
土
地
利
用
計
画
も
立

て
や
す
い
。
そ
れ
ら
の
策
定
に
は
、
情
報
公

開
や
市
民
参
画
の
徹
底
が
必
要
で
な
い
か
。

答

副
市
長
　
　

迅
速
な
復
興
に
は
平
時
か
ら
、

被
害
を
想
定
し
た
復
興
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
重
要
で
、
市
民
に
情
報
発
信
し
、
協

働
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

高
た

か

村
む

ら　

将
ま

さ

敏
と

し

教
職
員
人
事
権
の
移
譲
を

問　

大
阪
府
教
育
委
員
会
が
、
本
市
で
発

生
し
た
い
じ
め
事
案
に
対
し
、
当
時
の
校

長
等
に
処
分
を
下
し
た
が
、
処
分
内
容
は

甘
く
、
決
定
ま
で
に
長
期
間
を
要
し
た
。

本
市
教
育
委
員
会
で
、
処
分
や
人
事
配
置

等
を
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
教
職
員

人
事
権
の
移
譲
を
受
け
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　

権
限
移
譲
に
は
、
人
事
の
硬
直
化
の

危
惧
な
ど
も
あ
り
、
慎
重
な
議
論
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。
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公
　
明
　
党

野の

田だ　

泰
や

す

弘
ひ

ろ

24
時
間
の
医
療
電
話
相
談
を
可
能
に

問　

中
核
市
の
枚
方
市
で
は
、
看
護
師
等

に
24
時
間
医
療
相
談
可
能
な
電
話
窓
口
が

あ
る
が
、
本
市
で
は
夜
間
の
窓
口
は
な
く
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
本

市
も
来
年
度
か
ら
中
核
市
に
移
行
す
る
が
、

相
談
体
制
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
枚
方
市

並
み
の
電
話
相
談
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答
副
市
長　

先
進
市
の
状
況
を
参
考
に
す

る
ほ
か
、
他
市
と
の
共
同
実
施
な
ど
、
手
法

も
含
め
相
談
体
制
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

泉
い

ず

井い　

智
と

も

弘
ひ

ろ

い
じ
め
再
発
防
止
策
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
は

問　

本
市
で
発
生
し
た
い
じ
め
事
案
を
受

け
、
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
の
教

育
長
の
信
念
や
い
じ
め
再
発
防
止
に
向
け

た
対
応
策
が
、
学
校
現
場
に
十
分
届
い
て

お
ら
ず
、
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

答

教
育
長　

全
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
、い

じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
対
応
の

取
り
組
み
状
況
を
校
長
と
の
面
談
で
把
握

し
、
現
場
の
課
題
な
ど
を
共
有
し
て
い
る
。

公
　
明
　
党

坂
さ

か

口
ぐ

ち　

妙
た

え

子こ

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
の
拡
充
を

問　

本
市
で
は
、
妊
娠
中
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

育
児
負
担
が
大
き
く
孤
立
し
が
ち
な
多
胎

児
家
庭
に
は
一
層
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

家
事
負
担
の
軽
減
や
心
身
の
ケ
ア
等
の
た

め
、
産
後
家
事
支
援
事
業
や
産
後
ケ
ア
事

業
の
利
用
期
間
を
延
長
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

多
胎
児
を
育
て
る
家
庭
の
負
担
は
認

識
し
て
お
り
、
支
援
の
充
実
に
向
け
、
両
事

業
の
利
用
期
間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

橋
は

し

本
も

と　
　

潤
じ
ゅ
ん

市
全
体
で
連
携
し
た
い
じ
め
対
策
を

問　

い
じ
め
は
、
学
校
教
育
以
外
の
地
域

教
育
の
場
や
家
庭
で
も
起
こ
り
え
る
た
め
、

学
校
だ
け
で
は
対
応
に
限
界
が
あ
る
。
い

じ
め
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
、
市
全
体
で

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

教
育
長　

市
長
部
局
と
連
携
し
、
い
じ

め
の
実
態
や
市
の
取
り
組
み
等
を
共
有
し

な
が
ら
、
学
校
外
で
起
こ
る
い
じ
め
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
く
。

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

川
か

わ

本
も

と　
　

均
ひ
と
し

Ａ
Ｉ
等
の
活
用
で
業
務
の
効
率
化
を

問　

国
で
は
Ａ
Ｉ
等
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
を
推
進
し
て
お
り
、
す
で
に
、
保
育
所
利

用
調
整
等
の
業
務
で
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
等
の
活

用
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
開
を
聞
き
た
い
。

答　

ま
ず
は
現
在
、
Ａ
Ｉ
等
に
よ
る
議
事

録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
目
指
し

て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
、
全
庁
的
な
活

用
を
図
り
、
技
術
の
進
展
に
も
注
視
し
な

が
ら
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
進
め
る
。

公
　
明
　
党

井
い

の

上
う

え

真ま

佐さ

美み

遺
族
の
行
政
手
続
き
の
負
担
軽
減
を

問　

身
内
の
死
亡
に
伴
う
行
政
手
続
き
は
、

複
雑
で
遺
族
に
は
負
担
が
大
き
い
。
他
の

自
治
体
で
は
、
一
つ
の
窓
口
で
手
続
き
が

完
結
す
る
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置

や
関
係
部
署
へ
の
職
員
の
同
行
案
内
な
ど

を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
も
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
充
実
の
た
め
、
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　

せ
め
て
市
役
所
の
手
続
き
で
は
、

遺
族
の
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
、
他
市
事

例
も
参
考
に
多
様
な
手
法
を
検
討
す
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ

生
い

く

野の　

秀
ひ

で

昭
あ

き

道
路
復
旧
工
事
の
制
度
変
更
を
問
う

問　

市
は
、
長
年
ガ
ス
管
等
の
工
事
で
道

路
掘
削
後
の
復
旧
を
原
因
者
か
ら
受
託
し

行
っ
て
き
た
が
、
急
に
制
度
変
更
を
表
明

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
委
託
業
者
に
と
っ
て

死
活
問
題
で
あ
り
、
経
済
の
循
環
性
か
ら
、

市
税
収
入
の
影
響
も
鑑
み
、
委
託
業
者
も

納
得
で
き
る
対
応
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
変
更
し
た
。

答
市
長　

変
更
内
容
だ
け
で
な
く
、
手
続

き
上
も
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

公
　
明
　
党

矢や

野の

伸
し

ん

一
い

ち

郎
ろ

う

「
ま
ち
の
固
定
費
」
に
つ
い
て

問　

市
長
は
、
道
路
等
の
維
持
管
理
費
を
、

ま
ち
の
品
格
を
保
つ
た
め
の
「
ま
ち
の
固

定
費
」
と
捉
え
、
そ
の
経
費
削
減
に
よ
る
財

政
健
全
化
は
都
市
不
健
全
化
に
つ
な
が
る

と
示
し
た
が
、
そ
れ
に
は
共
感
で
き
る
。
毎

年
、
膨
大
な
予
算
を
固
定
費
と
す
る
の
は

容
易
で
は
な
い
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

国
庫
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、

よ
り
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。
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定
例
会
の
概
要

代

表

質

問

質
　
　
問

常

任

委

員

会

意

見

書

等

議

決

結

果

自
由
民
主
党
絆
の
会

澤
さ

わ

田だ　

直
な

お

己き

伝
統
あ
る
だ
ん
じ
り
文
化
を
守
れ

問　

だ
ん
じ
り
の
え
い
行
の
機
会
が
、
吹

田
ま
つ
り
会
場
の
万
博
記
念
公
園
へ
の
集

約
化
で
消
滅
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
超

党
派
の
議
員
で
通
称
だ
ん
じ
り
議
連
を
発

足
し
た
。
（
仮
称
）
吹
田
だ
ん
じ
り
祭
り
は
、

本
年
８
月
に
開
催
予
定
で
あ
る
が
、
市
は

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
行
事
で
の
発
展
を
望
む
た
め
、

道
路
許
可
等
の
関
係
機
関
と
の
協
議
や
経

費
補
助
な
ど
の
側
面
支
援
を
考
え
て
い
る
。

公
　
明
　
党

浜
は

ま

川
か

わ　
　

剛
つ
よ
し

い
じ
め
予
防
授
業
の
実
施
に
つ
い
て

問　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
い
じ
め
予
防

授
業
の
実
施
を
、
前
回
の
定
例
会
で
要
望

し
た
が
、
今
回
、
来
年
度
の
実
施
に
向
け
、

研
修
の
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。
い
じ
め
の

な
い
学
校
の
構
築
は
、
個
性
尊
重
の
社
会

の
構
築
に
つ
な
が
る
と
思
う
た
め
、
実
施

後
も
継
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
風
土
の
醸
成
の
た
め
、
継
続
し

た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党

山
や

ま

根ね　

建
た

け

人と

だ
ん
じ
り
祭
り
へ
の
全
面
的
支
援
を

問　

吹
田
ま
つ
り
の
会
場
の
移
転
に
伴
い
、

伝
統
あ
る
だ
ん
じ
り
え
い
行
の
機
会
が
失

わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
伝
統
文
化
を
守

る
た
め
、
地
域
で
は
、
新
た
な
だ
ん
じ
り
祭

り
を
開
催
予
定
で
あ
る
が
、
市
は
、
通
行
止

め
等
の
交
通
規
制
や
費
用
の
補
助
な
ど
に

関
し
、
全
面
的
に
支
援
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

実
施
の
た
め
の
補
助
金
や
道
路
占
用

な
ど
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、

安
全
に
開
催
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

馬ば

場ば

慶け

い

次じ

郎ろ

う

洪
水
浸
水
想
定
区
域
外
へ
の
避
難
を

問　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
市
内
の
浸

水
想
定
区
域
が
示
さ
れ
た
。
水
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
、
公
共
施
設
に
加
え
、
想
定

区
域
内
の
民
間
施
設
等
の
津
波
・
洪
水
避

難
ビ
ル
を
指
定
し
て
い
る
が
、
避
難
者
の

孤
立
化
を
招
く
た
め
、
想
定
区
域
外
へ
の

避
難
を
推
奨
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

近
年
の
水
害
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、

指
摘
の
浸
水
想
定
区
域
外
へ
の
避
難
に
つ

い
て
も
、
早
急
に
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　パソコン、スマートフォン等で、議会の会議録（本会議録、委員会記録）をご覧になれます。

　なお、本会議については、正式な会議録が作成されるまでの間、速報版を掲載しています。

（速報版は、本会議最終日（討論・採決）から、おおむね20日以内にその会期中の会議録を掲載し、

正式な会議録を会議録検索システムに掲載した時点で削除します。）

本会議録の速報版の閲覧方法

①をクリックすると、閲覧したい日の会議

録が選べます。

会議録検索システムの閲覧方法

②をクリックすると、検索システムのトッ

プ画面が表示されますので、右上にある

「検索」ボタンをさらにクリックし、表示さ

れた画面内の対象年、キーワード、発言

者、会議の種類などの条件を絞

り込めば、質問や答弁を検索す

ることができます。

市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます

①

②

市議会の

ホームページ

会議録

検索システム 
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常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　

予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
４
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
付
託
案
件
、
主
な
内
容
（
審
査

内
容
・
結
果
を
含
む
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

主 な 付 託 案 件

議案第149号　一般会計補正予算（第7号）

　 いじめに関する専門性の向上を目的とした教職員研修の実施に要する経

費など、50億9,605万円の増額補正のほか、債務負担行為(複数年度に

わたり支出を予定する事業)補正として、中学校及びすいたえいごkids

英語指導助手派遣業務、健都ライブラリー備品購入費用、北千里市民体

育館災害復旧工事等を追加

〈主な内容〉

○病児・病後児保育事業 ４万円

病児・病後児保育室予約システム構築事業者の選

定に係る経費を追加

○消防総務事業 109万円

南消防署南正雀出張所（南正雀４丁目）の移転建て

替えの検討に向けて、候補地の測量及び鑑定に要

する経費を追加

○公共施設等整備積立基金事業  

 50億2,315万円

普通財産（旧北千里小学校のグラウンド跡地など）

の売却益を、公共施設等整備基金に積み立て

○いじめ予防推進事業 174万円

○子どもサポートチーム事業 13万円

いじめ等への対応を充実させるため、スクールロ

イヤー（教育問題に精通した弁護士）の業務範囲を

拡充

○特別教室空調設備設置事業 ５万円

小・中学校特別教室（図書室、音楽室など）等空調

設備整備業務（令和３年度設置完了予定）の委託事

業者選定に係る委員報酬を追加

議案第149号　一般会計補正予算（第７号）

南消防署南正雀出張所

〈賛成意見の概要〉

○いじめ予防推進事業については、いじめ予防授業を行う教職員向けの研修や各小・中学校でのいじめ調査

等を実施するだけではなく、いじめ事案につながっている可能性が高い学校現場について、その環境の改

善につながる事業となることを強く要望する。

全員賛成で

承 認

※ ☆の付いた議案は、中核市
移行に関連する議案です。
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定
例
会
の
概
要

代

表

質

問

質
　
　
問

常

任

委

員

会

意

見

書

等

議

決

結

果

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　

財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

３
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
案
件
及
び
主
な
審
査
内
容
・
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

付 託 案 件

〈主な質疑項目〉

○職員定数管理業務を行政経営部に移管することに

よる全庁的な業務プロセス改善の実現性

○資産経営室の業務を分割移管した後の庁内での事

務分担

〇学校建て替え等の将来課題に対応できる組織の構

築

○都市宣言の理念や本市の目指すべき将来像を体現

する、市民にとって分かりやすい室課名称の検討

〈賛成意見の概要〉

〇規則改正の際には、人権平和室、男女共同参画室、

子育て支援課などを残すよう再考されたい。

〇規則改正により、多様な人権問題にも対応できる

ような発展した組織になることを期待する。

※委員会としての意見

　本案には含まれていないが、議案参考資料で示さ

れている、規則で定める室・課の名称変更につい

て、各委員から出されたさまざまな意見に十分留

意するよう申し述べておく。

議案第122号　事務分掌条例の一部改正

〈主な質疑項目〉

○中核市移行や会計年度任用職員制度の導入等によ

り人件費の増額が見込まれる中で、人事院勧告に

準拠し、給与改定等を行うことの是非

〇同勧告の内容に給与の引き下げ改定等が含まれる

場合も遡
そ

及
きゅう

適用する必要性

議案第153号　一般職職員の給与条例等の一部改正

〈主な質疑項目〉

○納税証明書及び課税所得証明書の交付手数料につ

いて、本庁等での窓口交付よりも多機能端末機に

よる交付のほうが安くなることの妥当性

〇同端末機が設置されているコンビニエンスストア

での個人情報の管理体制

〇同端末機での納税証明書等の交付開始とともに、

市民サービスコーナーでも窓口交付を検討する必

要性

〇交付手数料の改定に関する市民への周知方法

〇同端末機での交付とマイナンバーカード普及促進

策との関連性

〈賛成意見の概要〉

〇窓口よりもコンビニでの交付手数料のほうが安い

ことを、市民に十分周知されたい。

〈反対意見の概要〉

〇同じ書類を交付申請するにもかかわらず、請求方

法によって手数料が違うことは問題である。

〇答弁が首尾一貫せず、到底納得できない。

議案第123号　手数料条例の一部改正

全員賛成で

承 認

賛成多数で

承 認

賛成多数で

承 認

議案第122号　事務分掌条例の一部改正

　 健康医療部への中核市移行に伴う保健衛生の事務の追加や、行政経営部か

ら都市計画部への事務の移管等を行うものです。

議案第123号　手数料条例の一部改正

　 使用料・手数料及び自己負担金改定に関する基本方針に基づき、納税証明

書等の交付手数料の改定を行うものです。

議案第153号　一般職職員の給与条例等の一部改正

　 一般職の職員の給与のほか、市長等常勤の特別職の職員及び議員に係る期

末手当の改定等を行うものです。

○特別職報酬等審議会に特別職職員の給与や議員の

報酬等を諮問する頻度

〈反対意見の概要〉

○水道料金改定等もあり、給与引き上げは市民理解

が得られない。また、住居手当も反対である。
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〈主な質疑項目〉

○市民以外の使用料の積算根拠

○より高額な市民以外の使用料の設定

○団体割引や使用料の細分化に向けた検討

○使用料増額に伴う市民以外の利用率低下への懸念

議案第138号　自然の家条例の一部改正

〈主な質疑項目〉

○教室の環境改善だけでなく、指導員の報酬の増額も含

めた保育料増収分の使途の検討

○北摂他市と同程度に保育料を増額し、保育環境を充実

させる必要性

○保育料改定に伴う保護者説明会の実施

○保護者の理解を得るために、保育料を改定する本年７

月までに教室の環境を改善する必要性

〈賛成意見の概要〉

○保育料が300円の値上げとなる。本年７月の改定まで

に、職員が保護者と顔を合わせて、丁寧に説明する場

を設けて、保護者の理解を得られたい。

議案第139号　留守家庭児童育成室条例の一部改正

〈主な質疑項目〉

○指定管理者候補者の特徴ある自主事業の提案内容

○同候補者が共同事業体として応募してきた経緯

○同候補者に対する利用者の評価

○同候補者の応募を増やす方策の検討

○指定管理者任せにせず、市も軽微な修繕に積極的

に関わる必要性

○指定管理者が施設内に設置されるウェブ予約シス

テム端末の操作方法を申請者に丁寧に説明する必

要性

議案第144号　市民センター等の指定管理者の指定

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認

文
教
市
民
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

　

文
教
市
民
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
８
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
付
託
案
件
及
び
審
査
内
容
・
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

主 な 付 託 案 件

議案第138号　自然の家条例の一部改正及び

議案第139号　留守家庭児童育成室条例の一部改正

　 使用料・手数料及び自己負担金改定に関する基本方針に基づき、自然の家

使用料及び留守家庭児童育成室保育料の改定を行うものです。

議案第144号　市民センター等の指定管理者の指定

　 大阪ガスビジネスクリエイト・国際ライフパートナー共同事業体を、令和２

年４月１日から令和７年３月31日まで指定管理者に指定するものです。

〈賛成意見の概要〉

○自然の家の設置目的が青少年の健全育成から生涯

学習に変わり、使用料が改定されたが、自然の家

の歴史的経過やこれまでの設置目的を踏まえ、引

き続き、子どもたちが気軽に利用できる施設にさ

れたい。

留守家庭児童育成室の様子
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要
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表

質

問

質
　
　
問

常

任

委

員

会

意

見

書

等

議

決

結

果

建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

主 な 付 託 案 件

〈主な質疑項目〉

○事務量の増加に伴う人員体制の見直し

○許可されていない広告物への対応を権限移譲前に

大阪府と協議する必要性

○本市が独自に定めた事項

〈主な質疑項目〉

○給水収益が黒字であるにもかかわらず、料金改定

を提案するに至った理由

○前回の平成28年度の料金改定以降に行ってきた

経営努力

○前回行った料金改定の詳細及び今回の料金改定の

提案理由を市民に周知徹底する必要性

〈賛成意見の概要〉

○事業体としてのガバナンスの徹底や経営の合理化

のため、役職者の配置は見直すべきである。

○低所得者や高齢者など、配慮が必要な方に対する

料金改定の激変緩和措置等の支援策を要望する。

○市民福祉増進の役割を果たすため、実態を把握し

たうえで福祉減免措置を講じられたい。

○市民への説明は水道事業管理者みずからが出向

き、丁寧な説明を行って市民理解を得られたい。

○料金改定による市民生活への影響に対する市の認

識及び福祉減免制度の導入の検討

○減少する水需要への抜本的な対策

○水道部の今後の人員体制

〈賛成意見の概要〉

○高い所や道路上の大きな広告物は、落下の際に著しい被害が予測される。保守点検の義務だけでなく、設

置段階での防止策を検討されたい。

○規制の対象外となる広告物

○許可申請時に広告物の安全性を確認する必要性

○許可申請率の向上に向けた取り組み

○景観まちづくり条例との関連性

議案第121号　屋外広告物条例ほか１件　☆

議案第136号　水道条例の一部改正

　

建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
９
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
付
託
案
件
及
び
審
査
内
容
・
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第121号　屋外広告物条例ほか１件　☆（※）

　 中核市への移行に伴い、屋外広告物法に基づく屋外広告物の表示等に係る

制限、屋外広告業の登録等に関し必要な事項を定めるものです。

　※ ほか１件は、議案第134号　手数料条例の一部改正で、高齢者の居住の

安定確保に関する法律に基づく事務に係る手数料を定めるものです。

議案第136号　水道条例の一部改正

　水道料金の改定を行うものです。

全員賛成で

承 認

全員賛成で

承 認
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〈主な質疑項目〉

【児童部関係】（議案第98、99、126、127号）

○大阪府からの権限移譲事務における本市独自の運

用及び今後の拡充見込み

○本市に未設置の母子生活支援施設の設備及び運営

に関する基準を定める理由

○認定こども園の認定等に関する事務の移譲によ

り、市民の保育ニーズに応じた施設を誘導する必

要性

○母子父子寡婦福祉資金貸付金の貸し付け決定から

交付までの事務の流れ

○同貸付金の滞納対策

○ひとり親家庭への支援に係る事務の一部が新たに

移譲されることに伴う職員体制

議案第98号　助産施設、母子生活支援施設及び保育所の設備及び

 運営に関する基準条例ほか24件　☆

【健康医療部関係】（議案第107～118号）

○市長の附属機関として設置する保健所運営協議会

の委員構成

○保健所が大阪府から本市に移管されることによる

申請、届け出等の手続き上のメリット

○食品衛生検査のうち、外部に委託を予定している

検査

○理美容を避難所等で行うことができるようにする

理由

○用途地域による建築物の用途制限を受けない一般

公衆浴場の設置場所の配置基準を定める理由

○クリーニング業法施行条例の対象施設

【福祉部関係】（議案第100～106、128、129号）

○大阪府から権限移譲される事務の引き継ぎ方法

○移譲により増加する業務量に対する職員体制への

懸念

○社会福祉審議会の委員構成及び諮問から答申まで

の流れ

○大阪府内の中核市における社会福祉審議会への市

議会議員の参画状況及び本市での参画予定

○民生委員の定数の根拠

○生活保護法に定める保護施設を新たに設置する場

合の申請手続き

全員賛成で

承 認

現在の吹田保健所（出口町）

　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
29
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
付
託
案
件
及
び
審
査
内
容
・
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

主 な 付 託 案 件

議案第98号　 助産施設、母子生活支援施設及び保育所の設備及び 

運営に関する基準条例ほか24件　☆（※）

　 中核市への移行に伴い、助産施設、母子生活支援施設及び保育所の設備及

び運営に関する基準を定めるものです。

　※ほかの24件の議案名などは、14面の議決結果をご覧ください。

議案第147号　 健都レールサイド公園及び健都ライブラリーの 

指定管理者の指定

　 健都パークライフ創造パートナーズを、令和2年4月1日から令和7年3月31

日まで指定管理者に指定するものです。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な
ど
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表

質

問

質
　
　
問

常
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会

意

見

書

等

議

決

結

果

〈賛成意見の概要〉

○保育所等の入所希望が非常に多い状況に対応でき

るよう、新たに受ける権限に基づき、本市のまち

づくりに沿った施設整備の誘導を進められたい。

○大阪府からの移譲事務の引き継ぎをしっかり行

い、事務量に見合った人員体制や職務経験を蓄積

する手だてを講じることを要望する。

○母子父子寡婦福祉資金の貸し付け方法について

は、市民の利便性が向上するよう求める。

〇現在、保健所で研修を受けている事務職員が非常

に少ないため、受講できる体制を構築されたい。

また、府の職員が本市に中核市移行後２年以上残

ってもらうように求めることも検討されたい。

〈主な質疑項目〉

○機能が異なる施設の管理を一元的に行う指定管理

者候補者を現行制度の選定委員会で選定すること

の妥当性

○公園内の草、木の管理主体

○公園内の芝生を指定管理者候補者以外の者が維持

管理することの是非

○同候補者が施設内で書籍を販売する可能性

○指定管理委託料の業務ごとの内訳

○公園における防犯カメラの設置状況

〈賛成意見の概要〉

○複数の機能を持った施設の指定管理者候補者を選定する場合は、選定委員会の委員数が適切かどうか検討

されたい。また、災害時やトラブル発生時には、関係部局が連携し、丁寧な対応を求める。

※分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面

の議決結果をご覧ください。

議案第147号　健都レールサイド公園及び健都ライブラリーの

 指定管理者の指定

全員賛成で

承 認

健都ライブラリーの完成イメージ図

視　察　報　告
常任委員会の行政視察を次のとおり実施しました。

報告書については、市議会ホームページをご覧ください。

財政総務
１月29日㈬～30日㈭

つくば市（茨城県）　RPAによる業務プロセスの自動化

越谷市（埼玉県）　　公契約条例

文教市民
２月４日㈫～５日㈬

大津市（滋賀県）　　いじめ防止対策の取り組み

川崎市（神奈川県）　中学校給食実施に向けた取り組み

建設環境
１月16日㈭～17日㈮

船橋市（千葉県）　　市民が利用しやすい公園整備

川越市（埼玉県）　　地域公共交通の整備

自治体の防災マネジメントと

災害時の議会、議員の役割な

どについて、研修を実施しま

した。

講師：鍵
かぎ

屋
や

　一
はじめ

氏（跡見学園

女子大学観光コミュニティ

学部コミュニティデザイン

学科教授）

健康福祉
１月28日㈫～29日㈬

町田市（東京都）　　認知症施策

川口市（埼玉県）　　保健所運営

議員研修会を実施しました

１月に開催した議員研修会
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議案番号 案　　　件　　　名 議決結果

継続審査案件（令和元年９月定例会提案分）

　認定第４号 平成30年度吹田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

　認定第５号 平成30年度吹田市部落有財産特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

　認定第６号 平成30年度吹田市交通災害・火災等共済特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

　認定第７号 平成30年度吹田市勤労者福祉共済特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

　認定第８号 平成30年度吹田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

　認定第９号 平成30年度吹田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

　認定第10号 平成30年度吹田市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

　認定第11号 平成30年度吹田市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算認定について 決 認定

報　　告

　報告第36号 吹田市開発ビル株式会社の経営状況について 報告

　報告第37号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

　報告第38号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

　報告第39号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

条　　例

☆議案第98号 吹田市助産施設、母子生活支援施設及び保育所の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第99号 吹田市就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第100号 吹田市社会福祉審議会の調査審議事項の特例を定める条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第101号 吹田市民生委員法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第102号 吹田市生活保護法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第103号 吹田市老人福祉法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第104号 吹田市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第105号 吹田市障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第106号
吹田市児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定に 

福
 

ついて　
原案可決

☆議案第107号 吹田市保健所条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第108号 吹田市保健所事務手数料条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第109号 吹田市医療法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第110号 吹田市食品衛生法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第111号 吹田市理容師法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第112号 吹田市美容師法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第113号 吹田市興行場法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第114号 吹田市公衆浴場法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第115号 吹田市旅館業法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第116号 吹田市化製場等に関する法律施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第117号 吹田市クリーニング業法施行条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第118号 吹田市感染症診査協議会条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第119号 吹田市産業廃棄物の不適正な処理の防止に関する条例の制定について　 建 原案可決

☆議案第120号 吹田市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の制定について　 建 原案可決

☆議案第121号 吹田市屋外広告物条例の制定について　 建 原案可決

　議案第122号 吹田市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決

　議案第124号 吹田市立コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

　議案第125号 吹田市立総合運動場条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

☆議案第126号 吹田市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第127号 吹田市立総合福祉会館条例の一部を改正する条例の制定について　 福 原案可決

☆議案第128号 執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について　＊１ 福 原案可決

☆議案第129号 吹田市介護保険法施行条例の一部を改正する条例の制定について　 福 原案可決

　議案第130号 吹田市立保健会館条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

☆議案第131号 吹田市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例の制定について　 建 原案可決

　議案第132号
吹田市遺伝子組換え施設等、病原体等取扱施設及び放射性同位元素取扱施設に係る市民の安心安全の確保に  
関する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

☆議案第133号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について　＊２ 建 原案可決

☆議案第134号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について　＊３ 建 原案可決

　議案第135号 吹田市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

　議案第136号 吹田市水道条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

　議案第137号 執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について　＊４ 文 原案可決

　議案第138号 吹田市立自然の家条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

　議案第139号 吹田市留守家庭児童育成室条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

予　　算

　議案第149号 令和元年度吹田市一般会計補正予算（第７号） 予 原案可決

　議案第150号 令和元年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決

　議案第151号 令和元年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決

　議案第152号 令和元年度吹田市病院事業債管理特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議決結果 ＜全員賛成の議案及び報告案件＞
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議案番号 案　　　件　　　名 議決結果

その他の議案

議案第140号 吹田市立千里丘北小学校校舎増築工事（建築工事）請負契約の締結について 可決

議案第141号 吹田市立総合運動場トラック・フィールド改修工事（建築工事）請負契約の一部変更について 文 可決

議案第142号 吹田市立認定こども園吹田南幼稚園建設工事（建築工事）請負契約の一部変更について 福 可決

議案第143号 （仮称）岸部中住宅統合建替事業特定事業契約の一部変更について 建 可決

議案第144号 吹田市立市民センター等の指定管理者の指定について 文 可決

議案第145号 吹田市立千里山竹園児童センターの指定管理者の指定について 福 可決

議案第146号 吹田市立高齢者いこいの家の指定管理者の指定について 福 可決

議案第147号 健都レールサイド公園及び吹田市立健都ライブラリーの指定管理者の指定について 福 可決

議案第148号 吹田市立自然の家の指定管理者の指定について 文 可決

選　　挙

選第５号 吹田市選挙管理委員選挙について 当選

選第６号 吹田市選挙管理委員補充員選挙について 当選

＜全員賛成以外の議案＞

継続審査案件（令和元年９月定例会提案分）

認定第３号 平成30年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について 決 認定

条　　例

議案第123号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について　＊５ 財 原案可決

議案第153号 吹田市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決

予　　算

議案第154号 令和元年度吹田市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議案第155号 令和元年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第156号 令和元年度吹田市交通災害・火災等共済特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第157号 令和元年度吹田市勤労者福祉共済特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第158号 令和元年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第159号 令和元年度吹田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第160号 令和元年度吹田市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第161号 令和元年度吹田市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議員提出議案

市会議案第13号 香港における人権と民主主義の確保に向けた対応を求める意見書 原案可決

市会議案第14号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書 原案可決

市会議案第15号 刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書 原案可決

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。

　財…財政総務常任委員会、文…文教市民常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会、決…決算常任委員会

☆の付いた議案31件は、中核市移行に関連する議案です。

＊１　議案第128号は、市長の附属機関として障害者福祉施設等整備補助事業者選定委員会を置くものです。

＊２　議案第133号は、使用済自動車の再資源化等に関する法律に基づく事務に係る手数料を定めるものです。

＊３　議案第134号は、高齢者の居住の安定確保に関する法律に基づく事務に係る手数料を定めるものです。

＊４　議案第137号は、教育委員会の附属機関として学校空調設備整備業務委託事業者選定委員会を置くものです。

＊５　議案第123号は、使用料・手数料及び自己負担金改定に関する基本方針に基づき、納税証明書等の交付手数料の改定を行うものです。

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 大阪維新の会 民主・立憲 新選会 市民と歩 無
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認定第３号 認定 × ○ ○ × ○ ○ × × 19 16

条　　例

議案第123号 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 25 10

議案第153号 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 30 5

予　　算

議案第154号～
　　　　第161号

原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 30 5

議員提出議案

市会議案第13号 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 26 9

市会議案第14号 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 29 6

市会議案第15号 原案可決 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 23 12

賛成者は○、反対者は×としています。

会派名：大阪維新の会＝大阪維新の会・吹田、民主・立憲＝民主・立憲フォーラム、新選会＝吹田新選会、市民と歩＝市民と歩む議員の会、無＝無所属クラブ

賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。
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す い た 市 議 会 だ よ り

令和２年（2020年）２月定例会日程

　２月定例会を２月20日㈭から３月23日㈪までの会期で開催しています。本会議の各質問日の質問者・項目や予算委員会の

総括質疑の質疑者・項目は、事前に市議会ホームページに掲載します。なお、以下の日程以外にも委員会等を開催する場合が

あります。※本会議での保育付き傍聴や手話通訳の派遣を実施していますので、希望される方は、事前に議会事務局（電話06-

6384-2644　FAX06-6338-0920)までご連絡ください。

●本会議　※いずれも午前10時開会予定

　２月20日㈭‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 提案説明

　２月27日㈭、28日㈮、３月２日㈪、３日㈫‥ ‥‥ 質　　問

　３月23日㈪‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 討論・採決

●委員会　

　３月３日㈫‥‥‥‥‥‥‥予算（全体会　※提案説明、資料要求）

‥ 財政総務、文教市民、健康福祉、建設環境

　３月４日㈬‥‥‥財政総務、文教市民、健康福祉、建設環境

　３月５日㈭、６日㈮‥‥ 予算（財政総務分科会、文教市民分科会）

　３月９日㈪、10日㈫‥‥ 予算（健康福祉分科会、建設環境分科会）

　３月17日㈫‥ ‥‥‥‥‥ 予算（全体会　※総括質疑、討論・採決）

※‥予算委員会は、予算議案を全体会と4つの分科会で審査し

ます。財政総務、文教市民、健康福祉、建設環境の各委

員会は、それぞれ条例議案等を審査します。開会時間に

ついては、３日㈫は本会議終了後に予算委員会を開催し、

予算委員会終了後、その他の委員会（提案説明、資料要求

のみ）を同時開催します。４日㈬以降は午前10時を予定し

ています。

次の意見書案３件を可決し、政府等に送付しました。

（意見書の一部を抜粋して掲載しています。）

◆ 香港における人権と民主主義の確保に向けた対応

を求める意見書

　 　香港では、警察による反政府抗議行動への弾圧

が継続している。関係者の自制と対話による平和

的解決、「一国二制度」の下での自由で開かれた体

制の維持・発展及び市民の人権尊重などについ

て、中国政府及び香港特別行政区政府に働きかけ

を行うとともに、在留邦人保護のため、適時、適

切な対応や取り組みを行うよう強く求める。

◆ 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度

の創設を求める意見書

　 　加齢性難聴は、日常生活を不便にし、コミュニ

ケーションを困難にするなど、生活の質を落とす

大きな原因になることなどから、補聴器購入に対

する公的補助制度を創設するよう強く要望する。

◆刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書

　（ 1）再審における検察の手持ち証拠の全面開示を

法制化すること。

　（ 2）再審開始決定に対する検察による不服申し立

てに法的制限を加えること。

～意 見 書～
9 月定例会閉会日以後の主な議会活動

開催した会議

10
　
月

18日 議会運営委員会小協議会

24日 決算常任委員会財政総務分科会

25日 決算常任委員会文教市民分科会

28日 決算常任委員会建設環境分科会

29日 決算常任委員会健康福祉分科会

11
　
月

5日 決算常任委員会、決算常任委員会理事会

11日 防災・減災等対策特別委員会

12日
北大阪健康医療都市等のまちづくり

検討特別委員会

20日 議会運営委員会

25日 議会運営委員会小協議会

27日 本会議、議会運営委員会

28日 議会広報委員会

12
　
月

4日 本会議

5日 本会議

6日 本会議、議会運営委員会

9日

本会議、予算常任委員会、

常任委員会（財政総務、文教市民、健康福祉、

建設環境）

10日
常任委員会（財政総務、健康福祉）、

予算常任委員会財政総務分科会

11日 予算常任委員会健康福祉分科会

12日

常任委員会（文教市民、建設環境）、

予算常任委員会文教市民分科会、

文教市民常任委員協議会

13日 建設環境常任委員会

16日 予算常任委員会

18日 議会運営委員会

19日 本会議

議 会 日 誌

議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか

らでも閲覧可能）をご覧ください。i

次回のすいた市議会だより（No.312 ２月定例会号）は令和2年（2020年）6月1日発行予定です。


